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1319 高電圧 パ ル ス 処理 に よ る酵母の 穿孔 と蛍光物質の 導入

（阪市大 ・工 ・生応 化）大 嶋 寛 、 ○城本崇広 、 河合英史、
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【目的】酵母 S．cerevisiae か ら、酵母 を破砕 す る こ とな しに タ ン パ ク質を取得す る 目

的 で 、 高電圧パ ル ス に よる 穿孔処 理 を試 み た が 、 タン パ ク質の 漏 出はわずか で あ っ

た 。

一
例 を挙げる と、低分子 の 核酸が 45 ％漏 出す る 条件 の 高 電圧 パ ル ス 処理 で は 、

タ ン パ ク質の 漏 出 は全 タ ン パ ク質の 5−8％ で あ っ た 。 そ こ で 、高電圧 パ ル ス 処理 に よ

る酵母 の 穿孔状態 を明 らか にす る た め に 、 サ イズ、親 ・疎水性 の 異 なる蛍光物質の

導入 実験 を行 っ た 。

匡方法及び結果蒸酵母懸濁液に 高電圧 パ ル ス 処理 を行 うこ とで 、様々 な蛍光物 質を

酵母 に導入 した 。 そ の結果 、疎水 性 の ロ ー
ダ ミ ン B （479Da ）は細胞膜まで 、 親水性 の

カ ル ボ キ シ フ ル オ レ セ イ ン （376Da ）は 細胞 質まで 導入 され る こ とが共焦点 レ ーザ ー走

査顕微鏡で観察 され た 。 高分子 の ロ ーダ ミ ン B デ キ ス トラ ン につ い て も70kDa まで

は この 高電圧パ ル ス 処理 に よ り細胞質まで 導入 され る こ とが確認 され た。 さ らに、

高電圧 パ ル ス 処理 に よる細胞膜の 損傷 、 そ れに対す る修復 に つ い て 検討 した 。
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水性二 層分配系に おけ る界面へ の 集中現象

　（：工 技院 ・生 命研）　 ○木 村和 義

水性 二 層分 配系 にお い て 顆粒状物質等が界面部分 に集 中す る現象が しば しば

観察 される 。 こ の 現象は効率的な分離へ 応用が期待 され るが、定量解析的研究は少な く、

実用 的利 用例は見 られ な い 。本研究は界面集 中を伴 う水性二 層 分配 挙動 の 定量化 ・モ デ

ル化 を 目的 として い る 。

〔方法及 び結果】　 二 層分配系で の 界面へ の 集中 は界面（層）へ の 分配に よる の み で な く、

分配液内 で の 過飽和や塩 析 効果 か らの 沈殿等 の 二 次的要因に よ る場合 もあ る ． 本研究で

は二 層 分配 に起因す る 界面集 中 を評価す るた め 、 二 層分配 に 依る 界面（層）へ の 集 中を示

した
1）
リン酸 カ リウム ／PEG 系にお ける酵 母RNA の 分配 挙動 を例 と して 検討した。 系の

組成 をバ イ ノーダルか ら遠 ざけて 二 層間の 界面張力を大き くす る とよ り強 く界 面 へ 集 中

したが 、高濃度（0。5M 以 上）NaCl 添 カロで 界 面張力を大 き くする と界面 へ の 集 中傾 向は減少

した 。また 、全 RNA 調整品（低分子（5．8S以下）と高分 子 （17S以 上）の 混合物）の 分配か ら、

高分子 RNA の 界面集 中に 相 関 した低 分子 RNA の 界面へ の （共）集 中を定量 的 に観察 した ．

これ らの RNA 分配挙動か ら二 層分配 に起 因する界面集中現象 に つ い て 考察 す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　K二imura＆ Kl  bayashi，
　Biotech．　Tech ．，8，473 （1994）
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